







































本レンタル料に対して賃金を引き上げる。これは，小島モデ、ルの「強蓄積 (strongaccumulation) J 
に相当する現象である。
第3に，上に挙げた要因のうち，資本集約産業における技術進歩と製品の世界価格の上昇は，資





















































想定する4)。なお，小島モデ、ルは.1 95 0~ 1 960年代における国際貿易論の水準を反映したものであ











(産業3)とする。生産者は，天然資源 (T)，労働 (L)，資本 (K) を投入し，コブ・ダグラス型
の技術により産出量 (y) を得る。
再=E/F;α'L/'Kiぺi=l，2， 3 (1) 
添え字の iは各産業を表している。 Eは全要素生産性を表すパラメーターである。べき乗α" β， ， 
liはOとlの聞の実数であり，技術は規模に関して収穫不変と想定される。
αi+ 8i+ Yi= 1， i=l， 2， 3 (2) 
なお，生産要素の国際的な移動はないものとする。
各産業の集約度の相違は，ケンプ [1981;第 l章補論]に従って，次のように表現される。
α/ /8/ >α2 /8b α3/β3 
α//γ/>α2 /γぉ α3/ Y3 




れぞれP/(=1)， P2， P3とする。生産要素市場は競争的とし，第 l財で、測った天然資源のレント，












































































? ? ? ? (7) 
ただし，小文字r，w， e， p， Xは，対数を示している。
(7) と集約度の定義 (3) を用いて，要素価格を次のように解くことができる(補論 lを参照さ
れたい)。
日布子2'~3'~2'~3 ) 









さて (8)を前提して， (5)の分析に入る。 (5)より各産業の生産を次のように解くことができる。
YI=BllRTT+BI2 WL+B/3 RKK 
P2Y2=B2IRTT+B22WL+B23RKK (9) 
P3Y3=B3IRTT十B32WL+BJjRKK
ただしBは定数であり， (5)左辺の 3x 3行列の行列式をAとすれば，クラーメル・ラオの公式







BJ/ = (β2Y3-/]3Y2) /L1 > 0 
BI2 = (0:3Y2 的内) / L1 < 。
BJ3 = (α2/]3α3βi主/L1< 。
B21 = (/]3γ1 -/]1γ主/L1< 。
B22 = (α1 Y 3 α3γ九/L1 > 0 (10) 
B2J = (0:3/]1 - 0:1ん)/ L1 < 。
B31 = (β1 Y2ーんア1)/ L1 < 。
BJ2 = (α2 Y 1 - 0: 1 Y 2)/ L1 < 。








u = C，O， C~2 C~; (11) 
Cは消費，添え字は各産業を表す。べき乗Oについて. 0とlの聞の実数であること，そして次を
仮定する。












TB2 =Y2-C2= (1ー ん)Y2- &2 (Y/+P3Y3) /P2 







む=B2/ (Rr /P2) T+B22 ( W/P2) L+B23 (RK/P2) K 
TB2= (1-82)九-82 (Y/+P3Y3) /P2 (16) 
労働集約産業の発展要因として，労働人口の増加，産業2における技術進歩，財の世界価格の上
昇をあげることができる。





Y/+P3Y3 = (BJ/+B3/) RrT十 (B/2+Bd WL+ (B/3+B33) RKK (17) 
となる。 (10) より (17) の右辺第2項の係数は負である。(17) の右辺第l項については，BJ/+B2/ 
+B3J= 1となることに注意すれば，(10)より，
BJ/十B3/=1-B2/>O ( 18) 
となる7)。右辺第3項についても，B13+B23+BJj= 1となることから，係数の正になるこ とが示











む=B3/ (RT /P3) T+BJ2 ( w/P3) L+B33 (RK/P3) K 




資本Kの増加は， (19)の第 l式より九を増加させると同時に (9)より Y/と九を低下させるため，
(19)の第2式より TB3も改善することが分かる。
技術進歩 (E3の上昇)は，(8)および (19)の第 l式，さらにんの上昇がιの上昇を上回ること(補
論 1)に注意すれば，生産量乙を増加させることが分かる。貿易収支TB3については，次のように
して改善されることが示される。 (9)から，
Y/+P2Y2 = (BJ+B2/) RTT+ (B/2 +B22) WL+ (B/3十B23)RKK (20) 





































































(3)より (A1)の要素のうち， 1行l列は正， 1行2列は負である。さらに (3)より， 1行 l
列の余因子は正， 1行2列の余因子は負になる。したがってAの正になることが分かる。
(7)からクラーメル・ラオの公式を用いて，次のように解くことができる。
rr=BI (ej-xj) 十B21(P2+e2-x2) +B3j (P3+e3-x3) 
w=Bj2 (ej-xj) +B22 (P2+e2-x2) +B32 (P3+e3-x3) (A2) 
rK=BJ3 (ej-xj) +B23 (P2+e2-x2) +B33 (P3+e3-x3) 






(α'Y3-a3Y') -L1= (1ー ん) (α， Y 3 α3 y，) 
+α2 (s'Y3 -s3Y') 





の生産量を実現しているから，Y" ち，Yjがすべて正となる。したがって (9)と (10)から，
Y，>O 仲 RKK/WL< 1， 
Y2>O キ RKK/WL く 12 (A3) 
Y3>O 特 RKK/WL> /13 
となる。ただし，Aは次のように定義される。
1， - (B，/B13) (RrT/WL) - (B'2/BI3) 
Aフ= (B2I/B23) (RrT/WL) - (B22/B23) (A4) 
/13 - 一 (B3/B33) (RrT/WL) 一 (B32/B33)
なおRT' W， RKは (8)で与えられており，補論 1から必ず正になることに注意されたい。実際
には，価格RT' W，んは外生変数P， Eやパラメータ-a，β， Iの関数となっており，境界値A
はかなり複雑なものとなる。ここでは不完全特化の条件を見やすくするため，Rp W， RKはそのま
ま残すことにする。
上の条件 (A3) を整頓するに当たって，境界値A" A2' Ajの大小関係が問題となる。まずA，
とA2は，必ず、A3より大きくなっていなければならないので，そのための条件を求める。例えば
A， >Ajの条件は，次のようにして計算できる。






さて，不完全特化の状態における境界値A" A]> A3の大小関係のパターンは，A， >Az >A3ある
いはAz>A， >A3の2つしかない。そこで次にA，とAzの大小関係を計算する。
AJー ん =(んRrT/尻 - a3) /.LJ BJ3B23 (A8) 
である。(10)より (A8)の分母が正となるので，んとA2の大小関係について次が言える。
AJ>A2 特 RrT/WL>α3/ん (A9)
本文 (3)に注意すると， (A6)， (A7)， (A9)から，不完全特化の状態における境界値ん，A2' 
A3の大小関係を次のようにまとめられる。
AJ> .12> .13特 α/βJ>RrT/WL >α3/β3 
.12> AJ> .13特 α3/β3>RrT/WL >α2/β2 (AIO) 
(A3) と (A10)から，不完全特化の条件を次のようにまとめられる。
①αJ/βJ> RrT/WL >α3/β3かっ.12> RKK/WL > .13 
②α3/β3> RrT/WL >α2/βzかっAJ> RKK/WL > .13 






高い産業3の値に一致しているときに Alは九/83となる。従ってんは， 図中のH点と I点を結





















































および本文 (3)から 0'1s2/3>ぴ2β'1/3> 0'2s3アl' 正1:'1メ5'2/3>正1:'3s2/1> 0'3メデl九が成り立つことに注意す
ると，











7) BJJ+B2J+BJJ= 1となることについては，次のようにして示すことができる。 (5)左辺の 3x 3行列の i行
j列の余因子をAijで表すと.(10)からそれぞれのBを
BJJ=AJJ/ Ll. B2J=A12/ Ll. BJJ=AJJ/ Ll 
と表すことができる。 (2) に注意すると，
BJJ+B2J+BJJ=(どれ+sJ+IJ)BJ+(的+メ九十九)B2J+(的+sJ+乃)BJJ 
= O'J AJJ / Ll + 0'，AJ2 / Ll + 0'3 AJJ / Ll 
+β'J AJJ/ Ll+ s，AJ2/ Ll+ sJAJJ/ Ll 






B，+ B2'+ B3，= L1/ LI 
+( s， A，+ s2 A'2+ s3 A/3)/ LI 
+(/A，+ '2A'2+ '3A日)/L1
となる。上式の第2行自と第3行自の括弧内は，それぞれ (5)左辺の 3x 3行列の第 l行と第2行，第 l
行と第3行が一致している行列の行列式であるから，ゼロとなり，B，+B2'十B3/=1が示される。
8)注?と同様に， (5)左辺の3x 3行列の余因子Aijを用いて，
B/3=A3'/ L1， B23=A32/ L1， B3=A3/ LI 
と表される。 (2)に注意すると，
B/3+ B23+ B33=(α，+ s，+ 1，)B/3+(α2+ s2+ 12) B23十(α;+s3+ 13)B;3 
=叫ん/L1+α'2A32/L1+α3 A;;/ LI 
+ s， A3'/ LI + s2 A32/ LI + s3 A;;/ LI 
+ 1， A3'/ L1+ '2A32/ LI + '3AJJ/ LI 
となり，さらに行列式の余因子展開を用いて，
B/3+B23十B33=(α1A3I+α2A32+α3A3;)/ LI 
十(s，A3，+s2A32+ s3A3)/ LI 
+L1/ LI 
となる。上式の第 l行目と第2行自の括弧内は，それぞれ (5)左辺の 3x 3行列の第l行と第3行，第2
行と第3行が一致している行列の行列式であるから，ゼロとなる。
9 )注7を参照されたい。
10) (5)左辺の 3x 3行列の余悶子Aijを用いて，
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